
=
妥
協
利
的
と
制
む
。
既
往
は
今
明
ら
か
で
な
い
。

一

政

務
a
制
之
匙
4

強
中
古
乱
世
註
殿
山
間
館
。
神
宮
神
人

ミ
ア
ミ
ダ
ジ
マ

向
指
陀
島

石
川
邸
程
本
の
小
字

一
等
悉
散
鼠
。
依
ν
之
合
=
併
二
宮
-
間
一
段
紀
ν
之
云
。
』
と

一
で
あ
る
。
加
越
能
初
出
跡
絡
に
、『
松
本
衡
の
内
阿
川
畑
陀

一
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
ぬ
と
巾
問
有
之
候
。
岩
手
取
川
此
筋
を
抗
れ
、
洪
水

一

ア
メ
ノ
ミ
ヤ

雨
宮

臥
奈
川
治
下
の
山
上
に
在

一之
剥
阿
鮒
陀
木
品
開
抗
破
。
、
此
迭
の
椛
の
木
に
懸
0
一
司
令
。
白
川市
寺
厳
元
苧
三
日
開

十
二
且
地
一
間
代
光
茂
の
判

有
之
に
よ
り
、
あ
み
だ
ね
と
唱
来
り
候
。
』
と
あ
る
。

一
岱
に
、

『
問
中
川
市
法
如
訟
寺
堂
出
井
銀
守
雨
{
昌
一
抑
問
事

ア
Z
ダ
ノ
シ
ミ
ヅ

阿
鮒
陀
清
水

金
仰
天
榊
坂

一
云
ん
。
』
と
あ
る
か
ら
、
銚
川
川
柳
の
枇
的
如
怠
寺
な

の
上
か
ら
流
れ
出
る
冷
泉
で
、
如
何
な
る
平
魁
に
も

一
る
も
の
L
銀
守
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
永
和
三
年

制
定
え
な
か
っ
た
o
元
文
三
年
六
月
川
訓
村
吉
郎
兵
衛

一
入
且
H
K
M
正
主
彦
鮮
の
街
地
獄
に
は
、
同
年
の
大

町
出
上
に
、『
出
井
村
舗
に
出
水
御
同
盟
候
。
あ
み
だ
的
平
越
に
こ
L

で
断
指
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

水
と

m
m候

O
』
と
い
・
ぬ
も
の
即
ち
n
E
で
あ
る
。

一

ア
メ
ノ
モ
リ
ヒ
コ
サ
ブ
ロ
ウ
雨
雲

三
郁

夫

ア
メ
イ
ソ
ウ

娃
鴨
川草

一
加
。
天
保
七
年

上

川

正
十
八
年
前
川
利
引
献
の
武
以
八
王
子
攻
械
に
従
う
て

緋
の
述
。
滞
の
終
端
引
を
一品
じ
、
下
民
を
し
て
心
服
せ

一
一
稀
首
を
雌
た
が
、
常
時
利
長
の
小
姓
大
昔
照
磁
が

し
む
べ
き
収
駄
の
法
を
説
い
た
も
の
。
別
に
天
保
一
九
一
泊川山
中、

私
に
織
に
加
っ
て
二
番
尚
を
泌
た
の
に
功

年
の
起
草
に
成
る
抑
制
一
一
耐
を
掛
川
へ
て
あ
る
。

一
を
説
っ
た
。
利
長
品
目
に
之
を
聞
い
て
彦
三
郎
の
友
紘

ア
メ
ノ
ア
シ

雨
の
あ
L

一
加
。
金
制
仰
の
俳
人

ョ
を
れ
し
、
父
砂
川
山
棋
の
叫
を
赦
し
た
と
い
」。

車
大
詰
o
加
能
越
三
州
及
び
諸
問
の
胡
人
の
耐
の
匂

一

ア
メ
ヤ
ザ
カ

飴
展
援

金
持
阿
川
川
上
新
聞
品
庄

の
み
を
集
め
た
も
の
。
容
白
の
柳
の
給
に
、『
半
箇

一
一
の
河
川
へ
下
る
坂
の
附
近
に
飴
を
閥
ふ
小
家
が
あ
っ

防
従
説
仰
合
的
別
問
柳
川
以
お
紋
白

-z
、
靴
栄
助
川
州

一
た
の
で
、
そ
の
-
訟
を
的
脱
税
と
呼
ん
だ
と
い
」
o
今

駒
L

と
あ
り
、
半
白
は
平
和
元
年
で
あ
る
。
自
序
、

一
は
坂
鈴
b
し
い
体
を
ム
せ
ぬ
。

肢
は
容
捌
合
軍
大
o
京
肪
川
怒
右
衛
門
仮
。

一

ア
ユ
カ
ミ

飴
上

刻
町
山
町
一
山
村
針
。
惣
持
寺

ア
メ
ノ
ヒ
カ
ゲ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ

天
目
陰
比
昨
紳

一
版
文
利
三
年
八
月
の
街
地
獄
に
、
あ
ゆ
か
み
む
ら
の

社

出
品
川
阿
川
内
制
恥
川
内
制
輔
の
入
台
地
な
る
附
丈
地
問
脱
去
ん
と
見
え
、
牒
一
止
二
年
治
内
製
段
銭
凶
役

山
の
一
郎
前
グ
併
に
鎖
一
出
す
る
。
俗
に
尚
之
岱
と
も

一
引
付
に

ER一紙
芝
叫制
u
h
u
盟
問
州
鮎
上
村
段
一
段
と
も

い
ふ
0

・

一
あ
る
ο
鮎
上
村
は
後
の
創
刊
で
あ
ら
う
。

ア
メ
ノ
ヒ
カ
ゲ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ

天
日
陰
比
隊
紳

ア
ユ
タ
キ
ポ
ウ

鮎

瀦
泊

i
ア
イ
タ
キ
ポ
ウ

枇
鹿
島
榔
二
宮
に
叙
陛
す
る
o
も
と
石
曲
山
の
下

一
悲
仙
的
。

枇
た
る
伊
閉
山
続
岐
比
白
柳
-
此
で
、
後
に
芹
川
に
あ
っ

一

ア
ラ
イ
ソ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

荒
右
比
古
紳
拡

凶

た
天
日
陰
比
時
獅
祉
を
剥
院
と
し
た
り
で
あ
る
が
、

一
品
市
川
氏
に
鋲
座
す
る
。
式
内
容
山
田
枇
杷
に、
『
荒
石

今
は
一
大
日
陰
比
時
を
+
士
一
仰
と
し
、
伊
間
以
流
岐
比
古
を

一
地
白
柳
枇
o
式
内
一
座
。

一品
川
保
川
氏
村
地
内
銀
座
。

制
限
二
{
品
榊
刷
と
僻
し
て
問
的
る
。
芹
川
に
在
っ
た
天

一
古
代
之
刷
協
川
田
市
町
。
今
抑制
主総
則
枇
ぷ
と
あ
る
。
荒

日
陰
比
時
制
祉
は
、
式
内
容
一
自
社
記
に
『
天
日
陰
均

一
討
を
阿
民
以
符
と
訓
む
は
、
礎
部
を
石
部
と
笛
く
の

時
制
批
。
式
内

一一峰
。
朝
日
庄
芹
川
地
内
勝
山
間
制
限
。

一
例
で
あ
る
。

ア
ミ
ー
ー
ア
ラ

ア
ラ
オ
コ
シ
ケ
ン
プ
ン

荒
起
見
分

i
カ
イ
サ

グ
プ
ギ
ヨ

ウ
ケ

Y
プ
Y

政
作
奉
行
見
分
。

ア
ラ
カ
シ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ

ヤ

阿

一良
加
志
比
古
紳
祉

須
咋
部
製
谷
小
山
に
あ
っ
た
と
い
ひ
、
能
資
名
跡
芯

に
、
『
梨
谷
小
山
村
に
阿
良
加
志
比
古
の
利
社
立
給

ふ
。
御
前
体
大
石
に
て
、
い
づ
れ
の
御
像
石
に
や
知

れ
ず
。
』
と
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
羽
川
加
の
記
録
に
羽

て
こ
の
祉
の
存
在
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
を
見

ぬ
。
思
ふ
に
他
に
例
の
あ
る
如
く
位
殿
を
有
し
な
か

っ
た
の
で
あ
ら
う
。
又
之
を
式
の
久
附
加
夫
郡
阿
良

加
志
比
古
前
枇
に
同
躍
す
る
も
の
は
献
で
あ
ら
う
。

ア
ラ
カ
シ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

阿
一
良
加
志
比
吉
神
社

鹿
島
郡
大
呑
郷
の
山
崎
に
鎮
座
し
て
、
大
呑
六
郷
の

惣
祉
と
揺
す
る
。
能
菅
名
跡
志
に

『
山
附
村
と
い
ふ

に
阿
良
加
芯
比
古
利
枇
'X
給
ふ
。
少
彦
名
命
の
品
開
石

也
。』

と
見
え
る
。

ア
ラ
キ

策
木

江
沼
郡
山
中
谷
に
闘
す
る
部

訴
。
江
泊
芯
稿
に
、
音
は
荒
木
閉
山
ま
で
江
で
、
今
も

{
日
に
あ
る
た
も
の
木
に
舟
を
緊
い
だ
と
い
っ
て
ゐ

略。。
ア
ラ
キ

荒
木

m
羽
咋
郡
地
頭
川
の
前
日
伴
、
断
民

総
些
の
下
位
か
に
一
絡
を
泊
ず
る
市
山
を
い
-b
o
能
告

名
跡
芯
に
、『
山
木
の
上
の
入
口
に
、
七
路
の
荒
木
と

て
、
山
岨
へ
て
訟
へ
さ
し
出
た
る
所
有
。
此
風
景
山

の
か
た
ち
、
海
遊
の
指
組
、
砂
川
の
浅
瀬
、
岩
聞
を

滑
る
有
さ
ま
、
経
岩
田
開
石
自
然
の
な
が
め
合同部
に
も

鍛
し
錐
し
。
紹
針
也
。
さ
る
に
依
て
、
鉛
地
を
作
る

に
は
、
此
聞
の
風
R
M
を
診
す
と
い
へ
り
。
』
と
ゐ
る
。

土
人
の

ロ
僻
に
、
狐
義
経
が
能
殺
に
入
っ
た
時
こ
の

所
で
、『
義
経
が
身
の
さ
び
刀
と
ぎ
に
来
て
荒
木
の
さ

や
に
入
る
ぞ
か
な
し
き
。
』
と
詠
じ
た
と
い
ふ
の
は
、

悶
よ
り
好
稔
抽
出
に
す
ぎ
ぬ
。

ア
ラ
キ
ゴ
ウ

荒
木
郷

m
羽
咋
榔
の
古
郷
名
で
、

阿
良
岐
と
訓
ず
る
。
奇
羽
咋
郡
繭
浦
か
ら
富
来
に
至

る
海
岸
に
荒
木
と
い
ふ
節
が
あ
る
も
の
、
或
は
そ
の

越
で
あ
ら
う
と
の
股
が
あ
る
。
ま
た
訓
悶
品
目
に
能
窃

鳩
山
来
御
厨
が
あ
り
、
承
久
三
年
住
泌
の
能
域
間
川

敷
目
録
に
沼
町
郡
日
来
院
が
あ
り
、

一
宮
衆
徒
知
行

欽
に
白
木
院
が
あ
る
も
の
は
、
涜
木
の
字
を
避
け
て

ぷ
名
に
収
め
た
も
の
で
、
飛
騨
の
涜
城
山
を
古
城
郷

と
し
、
信
抑
制
の
荒
川
郷
を
良
間
郷
と
し
た
訊
で
あ
る

と
削
附
す
る
も
の
も
あ
る
。

ア
ラ
キ
ゼ
ス
イ

荒
木
是
水

由
来
佐
々
木
芯
如

隠
の
日
郊
で
、
金
津
に
来
日
し
て
ゐ
た
。
そ
の
郷
口

は
明
ら
か
で
な
い
。

ア
ラ
キ
ゼ
ン
ダ
ユ
ウ

荒
木
善
太
夫

も
と
越
中

城
端
城
中
しで
あ
っ
た
が
、
前
川
利
山
本
に
仕

へ
て
千
討

を
領
し
、
武
説
八
王
子
町
役
に
職
托
し
た
。
そ
の
子

哲
太
夫
は
初
白
兵
太
郎
0

・
級
一
二
副
部
十
一
ね
で
御
使
番

を
勤
め
、
川
院
長
五
年
大
型
寺
の
役
に
戦
同
日
し
、
子
務

相
続
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

ア
ラ
キ
ダ

一荒
木
田

能
尖
加
料
抑
制
畑
に
邸
す
る

郎
新
。

ア
ラ
キ
主
力
ノ
リ

荒
木
貴
記
辿
抑
制
平
左
術
門
。

詑
附
十

一
年
御
瓜
刑
判
、
明
利
一』
作
新
橋
と
な
り
、

天
明
大
年
文
平
左
術
門
錦
山
内
也
知
1
U
凶
十
討
を
製

ぎ
、
組
外
に
列
し
、
次
い
で
前
凶
狩
邸
の
御
抱
守
と

し
て
出
十
一
白
を
加
へ
、
平
和
二
年
泌
御
納
戸
奉
行
に

任
ぜ
ら
れ
、
ー
文
化
部
年
奴
し
た
。

ア
ラ
キ
タ
メ
ザ
ダ
一
一荒
木
第
貞
一
辿
m
M
T
縦

・
平

左
衛
門
。
先
延
三
年
御
釘
則
者
小
聞
に
地
み
て
新
知

八
十
一
白
を
受
け
、
賀
川
町
十
一
年
六
十
布
を
加
へ
て
組

外
に
列
し
、
安
永
中
川
λ

五
イ
討
を
増
し
た
。
天
川
六

年
削
問
。
子
孫
樹
裂
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

ア
ラ
キ
ナ
ホ
ヨ
シ
一
一荒
木
直
吉

遁
抑
制
六
兵
街
。

兄
普
太
夫
の
後
を
受
け
、
初
級
二
百
五
十
否
、
後
加

一一


